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とても天気の良かった５月１０日土曜日。春のス

ペシャルおはなし会を開催しました。絵本の読み聞

かせやストーリーテリングを聞いてくれたみなさん

には、おはなし会のプログラムやしおりをプレゼン

トしました。どの絵本・おはなしが好きでしたか？

みなさん、ご参加ありがとうございました。 

また、４月２０日（日）から５月３１日（日）までは新潟市立図

書館共通イベント「るーぽん！おすすめの本！」を行いました。紹介

カードの数は延べ８３枚！絵本や物語、図鑑など、たくさんの本を

紹介してもらいました。ご協力ありがとうございました。 

図書館の入口から入って左手側に毎月テーマ展示を行

っていますが、そのほかにも入口正面にミニ展示を行っ

ています。２週間ごとにテーマを変え、資料を展示してい

ます。今の時期はやっぱり白根大凧合戦！白根大凧合戦

の歴史や凧の作り方など様々な凧資料をご用意していま

す。（凧資料は凧コーナーにもあります。）ぜひご利用く

ださい。 



 

 

 

 

              

 

◆『歴史新聞:世紀の号外!: 

歴史をスクープ:ピラミッド建造～明治維新まで』◆ 

歴史新聞編纂委員会/編 （日本文芸社） 

歴史というと学校の授業などでは暗記ばかりで面白く

なかったりするが、この本は歴史上の出来事が新聞で

紹介されている。今から１０００年前や紀元前３００

０年に新聞があったらどんな風に記事になったか。歴

史を面白く知ってもらおうという本。他にも『昭和こ

ども新聞』『古代史新聞』などがある。 

 

◆「とりかえばや物語」◆ 

古典というと難しいイメージだが、この話は面白かっ

た。本を用意する時間がなく、訳者や出版社は忘れて

しまった。 

 

◆『樅ノ木は残った 上・中・下巻』◆  

山本 周五郎/著   （新潮社） 

主人公は実在する人物。悪人として知られているが、

著者はそれとは違う見方で書いている。主人公、原田

はなんとか藩を潰さないよう画策し奔走する。一気に

読める。 

 

◆『夜明け前  第 1 部 上・下巻』◆ 

島崎 藤村/作 （岩波書店） 

全４巻。学生時代には読み辛くて諦めたのだが、十数

年前に一念発起で読み始めた。自伝的な作品が多く、

この作品は自分の父親の歴史を書いたもの。あまり華

やかな事件は起こらないが、内容は濃い。日本１０大

小説が選ばれるとしたら、この本が入るのではないだ

ろうか。読み終えたときの感動は大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

◆『ともしびをかかげて』◆  

ローズマリ・サトクリフ/作 (岩波書店) 

イギリス人でも自国の成り立ちを知らない人が多い。

中学生向けの本だが、大人が読んでも面白い。 

 

◆『邪馬台国はどこですか?』◆  

鯨 統一郎/著 (東京創元社)  

６編の短編集。このお話の中では頻繁に歴史につ

いて議論を行っている。いかに他の人を納得させ

る歴史検証をするか。素人が思いがけない発想で

他の人を納得させてしまうこともある。視点を変

えることは、気分転換や新たな発見に繋がる。 

 

◆『ベルリン１９１９』◆ 

◆『ベルリン１９３３』◆ 

◆『ベルリン１９４５』◆ 

クラウス・コルドン/著 （理論社） 

戦争の起こりから終戦、そこから立ち上がっていく

ドイツの歴史を一家の目を通して語る。作品は長い

が、堅くなく中学生から読める。 

 

◆『酒池肉林:中国の贅沢三昧』◆  

井波 律子/著 (講談社)  

中国の、様々な時代の様々な人の贅沢三昧につい

て説明している。雑学的なことが書いてあり面白

い。気軽に読める。 

 

そのほかにも紹介されました！ 

◆『超芸術トマソン』◆ ◆『戦火の馬』◆ 

◆『韃靼疾風録  上・下巻』◆ ◆『空想歴史読本』◆ 
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5 月 18 日(日) 

参加者  5 名 

月の読書会 

今月のテーマ 

「これはおもしろい“れきし”もの」 

6月 15日 (日) 午後 2時～ 

会場 白根学習館ルーム 3 

 

「夏を感じる本」 

 

6 月の読書テーマ 

 

一言で“れきし”といっても幅広いとらえ方ができますね。 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子

を用意してお待ちしています。          白根図書館友の会共催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

高橋 由太/著 

幻冬舎 

 

6/14  6/28  

(ルーム4 、5) 午前 10 時～ 

おはなしかご例会 

毎月第二、第四土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 
6/6(金) 6/13(金) 6/20(金)  

6/27(金) 7/2(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜

日 

 

 

絵本のよみかたり 

午後 2 時 10 分～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ     

午後 2 時 30 分～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

５月の来館者数…… 12,923 人     
 

6/15(ルーム 3) 午後 2 時～ 

読書会 

(毎月第三日曜日に開催) 

白根図書館 7/3 までの行事   

7 月のブックスタートは 

3 日(木)です。 

『おうち時間を楽しむ』 

 
 

 

 

ロバート・ブライト／さく 

しみず まさこ／やく 

ほるぷ出版 

「手作りお菓子でうちカフェを満

喫」「梅雨に増えるカビを掃除して

スッキリ！」など…おうち時間を楽

しむヒントをご用意します。 

雨の日、女の子が赤い傘をさすと、こいぬが１ぴき、こねこが２ひき…と、動物た

ち次々にやってきます。あっという間に赤い傘は動物たちでいっぱいに。 

赤と黒だけで描かれたシンプルな絵がかわいらしく、読み終わった後は心がほ

っこり。 

女の子の傘とは別の「赤い傘」で、雨宿りする虫たちが描かれた裏表紙もお見逃

しなく。 

女の子の大きな優しさがつまった、小さな絵本。雨降りの日でも、じめじめした

気分を忘れて、傘を持ってお出かけしたくなるような一冊です。 

（大橋） 

 

「大江戸もののけ横町顚末記」シリーズの第１巻です。 

主人公の勝太は１２歳。亡くなった両親にお金を貸していた高利貸に井戸

の中へ突き落され、行き着いた先は、天国でも地獄でもない不思議な場所。

今まで住んでいた町と見かけは全く変わらないけれども、人が一人もいない

妖怪たちの住む町でした。 

勝太が妖怪たちと関わる中で少しずつ成長していく姿、そして、個性豊か

に描かれているぬらりひょんや文福茶釜など一度は聞いたことのある妖怪た

ちに、なんとなく親しみがわいてきます。 

気軽に読める薄い文庫本ですので、仕事・勉強などの息抜きや空き時間に

ちょうどよい一冊です。 

（加藤） 

 

『男女共同参画週間』 

 
 

 

 

6/23（月）～6/29（日）は男女

共同参画週間です。 

性別にかかわらず個性や能力を発

揮できる社会「男女共同参画社会」

について考えませんか？ 



 

月潟図書館だより 
２０１４年 ６月 

 

編集・発行 新潟市立月潟図書館 
〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地  電話：025-375-3001  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

月潟図書館 ５  月のカレンダー 

6月2日(月)、4日(水)、9日(月)、16日(月)、23日（月）、

30日(月) 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時 

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

休館日 開館時間 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

こどもとしょかん 

シンボルキャラクター るーぽん 

６ 

６ 

 
 

 

 

 

こ ど も 読

ん 

書

！ 

週

！ 

間

！ 

行

！ 

事

！  

ボランティアによるおはなしのじかん 

毎週土曜日10時30分～11時 場所: 視聴覚室 
 

★るーぽん！おすすめの本！ 
みなさんのおすすめの本をるーぽんカードに

たくさんのおすすめの本を書いていただき、あ

りがとうございました。 

館内に紹介された本を展示しています。 
 

あなたのおすすめの１冊が誰かの「本との出会

い」につながったらと思います。 

月潟図書館ではさらに楽しい本との出会いが続

きますように事業を実施していきます。 ★拡大版えほんのへや 5/10(土) 
１５名の参加者が大型絵本の読み聞かせ、エプロ

ンシアター『おむすびころりん』の後、紙工作を楽

しみました。 

★小学生一日図書館長 5/10（土） 
参加者１名と少なかったけれど、図書館長とし

て一生懸命頑張っていただきました。   

★折り紙でしおりをつくろう！ 5/3(土) 
親子１組でしたが、ゆっくりと取り組めました。 

★雑誌リサイクル市 4/26(土)・27（日） 
２日間で２２０名の方が来場されました。 

 

 

 

 

 

 

 




